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研究内容 

［１］金属と異種材料との複合材料及び複合化プロ

セスの開発 

科学技術の発達や生活レベルの向上に伴って、よ
り高機能な材料が要求されている昨今、材料同士を
複合化し、組み合わせることにより所望の性質を得
る「複合化プロセス」が注目されるとともに、その
重要性が増している。複合材料は単体では持ち合わ
せなかった特性を実現し、要求に適合する優れた性
質を得ることが可能である。複合材料研究室では、
液相法を基本とした種々の複合化プロセスを用いて
金属基複合材料を作製するとともに、その諸特性を
解明している。 
主な研究テーマ ： 

（１）熱伝導性・耐摩耗性に優れた炭素繊維強化ア

ルミニウム合金複合材料の作製（図１：顕微鏡写真） 

（２）ニオブ基耐熱合金の開発に関する研究（図２：

顕微鏡写真） 

（３）In situ 生成 Mg2Si 粒子分散マグネシウム合金

の作製とその諸特性に関する研究 

（４）被削性に優れたチタン酸カリウム短繊維強化

アルミニウム合金複合材料の諸特性に関する研究 

（５）高硬度セラミックス繊維強化アルミニウム合

金複合材料の作製と高温特性に関する研究 

［２］鋳鉄の高品質化および高付加価値化に関す
る研究 

鋳鉄材料は鋳造性が優れ、耐摩耗性、耐食性、
振動吸収性が良好なので、自動車、一般産業機械
などに広く使用されているが、 近年、機械製品
の高品質化に適合させるためにさらなる機械的、
熱的、化学的性質の向上が求められている。研究
室では、新規鋳鉄材料開発を開発するために、鋳
鉄の特性に及ぼす合金元素添加や表面処理の影
響を明らかにしている。 

主な研究テーマ ： 

（１）鋳鉄の溶湯性状と材質に及ぼす微量合金元

素の影響の解明 

（２）表面処理および合金元素添加による黒鉛鋳

鉄の耐アルミニウム合金溶湯溶損性向上に関する

研究 
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